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期日： 2023年10月14日（土）6：00～　

参加：

青森インターを5時30分出発。

参加者は3名だったので及川さんの車で秋田へ。

アルパこまくさ駐車場から登山の準備をして、秋田駒ケ岳8合目行きのバスに乗った。

天気が良かったせいか、たくさんの登山客が訪れていた。

バスから黄色や緑の配色がきれいな景色が眺められ、丁度見頃だった。（赤色が足りない感じ）

8時47分、8合目駐車場に着いた。

登山開始。いつもは、足元で可愛く咲いている山野草は殆どなく寂しい感じがした。

9時20分、片倉岳の展望台で休憩。風が少し強く冷たいけど、田沢湖などが見え、素晴らしい眺め！

母親の方が少しバテ気味だったけど、無事に頂上へ着いた。

阿弥陀池の所で、風が当たらない様な所を探して昼食。

12時40分、駒ケ岳8合目に着く。

帰り、新玉川温泉で汗を流し帰路へ。窓からは、秋の日を浴びて樹木が黄金色に輝いてとてもきれいだった。

17時50分、青森インターへ着いた。

駒ケ岳が素晴らしい山だという事を再認識した登山でした。

天気も、山も、温泉も、最高‼

往復運転して下さった及川さん、本当にお疲れ様でした。有難うございました。

10時5分、阿弥陀池着。ここで、神奈川県から来たと言う、母娘2人がどちらの方向へ向かうか迷っている様

子で立っていたので、積極的な会津さんが「一緒に登ろうよ」と一声かけて、一緒に男女岳を目指す。

遠くに岩手山、姫神山、乳頭山などが見渡せ最高のパノラマ‼、ここで神奈川県から来ていた母娘が先に下

山。私達も記念撮影して、風が強くて寒いので少し下りて昼食をとる事にした。

左前方には岩手山が見え、周囲の素晴らしい景色を眺めながらの昼食は、昨夜の残り物を弁当に詰めただけ

なのに、とても美味しく感じられた。

昼食を終え、横岳～焼森を経て（火山地形だから、この辺の眺めも紅葉は終わっている感じだが、緑色や黄

色が鮮やかだった）8合目バス停を目指し下山。
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１．日　時 ： 11月12日（日）7：30～

２．集　合 ： 合浦公園駐車場　7：30

３．移　動 ： レンタカー

４．会　費 ： 2,000円

５．締　切　： 11月5日（日）17時

６．申　込　： 白戸三和子さん　

： ℡ 718-1574 

７．その他 ： 温泉用具持参　

　青森ファミリーハイキングクラブ　会員各位

　労山山岳事故対策基金継続申込口数の確認について

　会員の皆様には、平素より会の運営全般にわたってご協力いただきまして誠にありがとうございます。

連絡はメール、携帯、FAXのいずれでも結構ですので、私、櫻田までお願いします。

　青森ファミリーハイキングクラブ

　労山山岳事故対策基金　

　担　当　　櫻　田　正　行

　携　帯　０９０－２２７１－５２４０ 　FAX    ０１７－７２８－０７０６

標高（719.6m）とともに変化する亜高山植物が多く見られ、頂

上から望む360度の大パノラマは別世界。北は北海道・下北半

島、南は八甲田連峰、東は太平洋、西は岩木山を望むことができ

ます。そのほとんどは樹齢100年を超える天然林でおおわれており、

勾配が緩く登りやすいので、家族での登山も楽しむことができます。

キャロライン・ケネディ前駐日米国大使も、烏帽子岳登山を楽しみ

ました。

毎年11月は、労山山岳事故対策基金の次年度の申込み期限月となっておりますので、１１月２０日まで

にご連絡下さるようお願いします。（前年と同じ口数でもお願いします。）

　11月例会案内　　「 烏帽子岳 」 　青森県野辺地町　719.6ｍ　　担当：福田英雄

遠くに岩手山、姫神山、乳頭山などが見渡せ最高のパノラマ‼

男女岳頂上にて記念撮影

風が強くて寒い❕


